
(57)【要約】

【課題】炉内の加熱室からの放熱量を抑制して消費電力

を節約できる連続炉を提供する。

【解決手段】炉内の加熱室１を貫通するマッフル２を備

えた連続炉において、加熱室１のマッフル出口１ｈの手

前でマッフル２の高さを減少させてマッフル２の開口面

積を縮小し、これに対応して加熱室１のマッフル出口１

ｈの面積を縮小した構成の連続炉とする。これによって

加熱室１のマッフル出口側からの輻射や対流や熱伝導に

よる放熱量を抑制し、消費電力を節約する。

【選択図】　　　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
炉 内 の 加 熱 室 を 貫 通 す る マ ッ フ ル を 備 え た 連 続 炉 に お い て 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 の 手 前
で マ ッ フ ル の 高 さ を 減 少 さ せ て マ ッ フ ル の 開 口 面 積 を 縮 小 し 、 こ れ に 対 応 し て 加 熱 室 の マ
ッ フ ル 出 口 の 面 積 を 縮 小 し た こ と を 特 徴 と す る 連 続 炉 。
【 請 求 項 ２ 】
加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 か ら 出 た と こ ろ で マ ッ フ ル の 外 周 面 を 断 熱 材 で 被 覆 し 、 こ の 断 熱 材
で マ ッ フ ル と マ ッ フ ル 出 口 と の 隙 間 を 閉 塞 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 連 続 炉
。
【 請 求 項 ３ 】
加 熱 室 の マ ッ フ ル 入 口 の 手 前 で マ ッ フ ル の 外 周 面 を 断 熱 材 で 被 覆 し 、 こ の 断 熱 材 で マ ッ フ
ル と マ ッ フ ル 入 口 と の 隙 間 を 閉 塞 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 連 続 炉 。
【 請 求 項 ４ 】
マ ッ フ ル を 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 か ら 出 た と こ ろ で 固 定 し 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 入 口 の 手 前
で マ ッ フ ル の 外 周 面 に 被 覆 し た 断 熱 材 を マ ッ フ ル 入 口 の 方 へ 押 し 付 け る 断 熱 材 押 付 け 手 段
を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 連 続 炉 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は マ ッ フ ル （ 炉 心 管 ） を 備 え た 連 続 炉 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 炉 内 の 加 熱 室 か ら の
放 熱 量 を 抑 制 し て 消 費 電 力 を 節 約 で き る よ う に し た 連 続 炉 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
炉 内 の 加 熱 室 を 貫 通 す る マ ッ フ ル を 備 え た 従 来 の 一 般 的 な 連 続 炉 は 、 熱 に よ る マ ッ フ ル の
膨 張 や 伸 縮 を 逃 が す た め に 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 入 口 と マ ッ フ ル と の 間 に 隙 間 （ ク リ ア ラ
ン ス ） を 設 け て い る 。 ま た 、 熱 に よ る マ ッ フ ル の 局 部 変 形 を 抑 え る た め に マ ッ フ ル の 天 板
部 を ア ー チ 型 に 形 成 し て い る 関 係 上 、 マ ッ フ ル の 高 さ （ 上 下 寸 法 ） や 開 口 面 積 が 必 要 以 上
に 大 き く な っ て い る 。 そ の た め 、 従 来 の 連 続 炉 は 、 上 記 の ク リ ア ラ ン ス や マ ッ フ ル の 大 き
い 開 口 面 積 に 対 応 し て 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 入 口 や マ ッ フ ル 出 口 を 大 き く 形 成 す る 必 要 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 か ら 出 た と こ ろ で 、 加 熱 室 を 貫 通 す る 加 熱 用 の マ ッ フ ル と 該
マ ッ フ ル よ り も 高 さ が 小 さ い 冷 却 用 の マ ッ フ ル を 、 断 熱 部 材 を 介 し て 接 続 す る こ と に よ り
、 加 熱 室 の 熱 損 失 量 を 抑 え る よ う に 図 っ た 連 続 炉 も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 引 用 文 献 １ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 引 用 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ９ ０ ０ ６ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 連 続 炉 は 、 マ ッ フ ル の 開 口 面 積 が 大 き く 、 そ れ に 対 応 し て
加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 入 口 も 大 き く 形 成 さ れ て い る た め 、 加 熱 室 か ら の 放 熱 量 、 特 に 、 加 熱
温 度 の 高 い マ ッ フ ル 出 口 側 か ら の 放 熱 量 が 多 く 、 ま た 、 マ ッ フ ル と 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 入
口 と の 隙 間 か ら の 放 熱 も 多 い と い う 問 題 が あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 引 用 文 献 １ の 連 続 炉 は 、
加 熱 室 を 貫 通 す る 加 熱 用 マ ッ フ ル か ら 冷 却 用 マ ッ フ ル へ の 熱 伝 導 が 断 熱 部 材 に よ っ て 遮 断
さ れ る た め 、 こ の 熱 伝 導 に よ る 放 熱 を 抑 え る こ と は で き る 。 け れ ど も 、 こ の 引 用 文 献 １ の
連 続 炉 も 、 加 熱 室 を 貫 通 す る マ ッ フ ル の 開 口 面 積 や 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 入 口 が 大 き い た め
、 従 来 の 連 続 炉 と 同 様 に 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 側 か ら の 放 熱 量 が 依 然 と し て 多 く 、 マ ッ
フ ル と マ ッ フ ル 出 入 口 と の 隙 間 か ら の 放 熱 量 も 多 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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本 発 明 は 上 記 の 問 題 に 対 処 す べ く な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 炉 内 の 加 熱
室 か ら の 放 熱 量 を 抑 制 し て 消 費 電 力 を 節 約 で き る 連 続 炉 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 炉 内 の 加 熱 室 を 貫 通 す る マ ッ フ ル を 備 え た 連 続 炉
に お い て 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 の 手 前 で マ ッ フ ル の 高 さ を 減 少 さ せ て マ ッ フ ル の 開 口 面
積 を 縮 小 し 、 こ れ に 対 応 し て 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 の 面 積 を 縮 小 し た こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 般 に 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 側 か ら の 輻 射 や 対 流 に よ る 放 熱 量 は 、 マ ッ フ ル の 開 口 面 積
や マ ッ フ ル 出 口 の 面 積 が 大 き く な る ほ ど 多 く な り 、 熱 伝 導 に よ る 放 熱 量 は 、 マ ッ フ ル そ れ
自 体 の 断 面 積 が 大 き く な る ほ ど 多 く な る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 連 続 炉 の よ う に 、 加 熱 室 の マ
ッ フ ル 出 口 の 手 前 で マ ッ フ ル の 開 口 面 積 を 縮 小 し 、 こ れ に 対 応 し て 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口
の 面 積 を 縮 小 す る と 、 輻 射 や 対 流 に よ る 放 熱 量 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 マ ッ フ ル
の 開 口 面 積 を 縮 小 す る と 、 マ ッ フ ル そ れ 自 体 の 断 面 積 も 小 さ く な る の で 、 熱 伝 導 に よ る 放
熱 も 抑 制 す る こ と が で き る 。 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 側 は マ ッ フ ル 入 口 側 よ り も は る か に 高
温 で 放 熱 量 が 多 い た め 、 本 発 明 の 連 続 炉 の よ う に 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 側 か ら の 放 熱 量 を
抑 制 す る と 、 消 費 電 力 を １ ～ ３ 割 ほ ど 節 約 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 連 続 炉 に お い て は 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 か ら 出 た と こ ろ で マ ッ フ ル の 外 周 面 を
断 熱 材 で 被 覆 し 、 こ の 断 熱 材 で マ ッ フ ル と マ ッ フ ル 出 口 と の 隙 間 を 閉 塞 す る こ と が 好 ま し
い 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 マ ッ フ ル と マ ッ フ ル 出 口 と の 隙 間 か ら の 放 熱 や 、 マ ッ フ ル の
外 周 面 か ら の 放 熱 を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 消 費 電 力 を 更 に 節 約 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 連 続 炉 に お い て は 、 加 熱 室 の マ ッ フ ル 入 口 の 手 前 で マ ッ フ ル の 外 周 面 を 断
熱 材 で 被 覆 し 、 こ の 断 熱 材 で マ ッ フ ル と マ ッ フ ル 入 口 と の 隙 間 を 閉 塞 す る こ と が 好 ま し い
。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 マ ッ フ ル と マ ッ フ ル 入 口 と の 隙 間 か ら の 放 熱 や 、 マ ッ フ ル の 外
周 面 か ら の 放 熱 を 抑 制 す る こ と が で き る の で 、 消 費 電 力 を 一 層 節 約 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 の よ う に 加 熱 室 の マ ッ フ ル 入 口 の 手 前 で マ ッ フ ル の 外 周 面 を 断 熱 材 で 被 覆 す る 場 合 は
、 マ ッ フ ル を 加 熱 室 の マ ッ フ ル 出 口 か ら 出 た と こ ろ で 固 定 し 、 断 熱 材 を マ ッ フ ル 入 口 の 方
へ 押 し 付 け る 断 熱 材 押 付 け 手 段 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 マ ッ フ
ル の 熱 膨 張 に 伴 っ て 断 熱 材 が マ ッ フ ル 入 口 か ら 離 れ る こ と は な い の で 、 マ ッ フ ル と マ ッ フ
ル 入 口 と の 隙 間 か ら の 放 熱 を 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 連 続 炉 を 示 す 一 部 破 断 側 面 図 、 図 ２ は 同 連 続 炉 の 要 部 断
面 図 、 図 ３ は 図 ２ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 、 図 ４ は マ ッ フ ル の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す 連 続 炉 は 、 炉 内 の 前 半 部 （ 図 １ で は 左 半 部 ） が 加 熱 ゾ ー ン 、 後 半 部 （ 図 １ で は
右 半 部 ） が 冷 却 ゾ ー ン に な っ て い る 。 炉 内 の 加 熱 ゾ ー ン に は 加 熱 室 １ が 設 け ら れ 、 こ の 加
熱 室 １ を 加 熱 用 の マ ッ フ ル ２ が 貫 通 し て い る 。 ま た 、 冷 却 ゾ ー ン に は 冷 却 用 の マ ッ フ ル ２
０ が 設 置 さ れ 、 こ の 冷 却 用 マ ッ フ ル ２ ０ が 加 熱 用 マ ッ フ ル ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら の
マ ッ フ ル ２ ， ２ ０ の 内 部 に は メ ッ シ ュ ベ ル ト コ ン ベ ア ３ が 通 っ て お り 、 ワ ー ク （ 不 図 示 ）
は こ の メ ッ シ ュ ベ ル ト コ ン ベ ア ３ に 載 っ て 加 熱 室 １ の マ ッ フ ル ２ 内 を 移 動 し な が ら 熱 処 理
さ れ 、 更 に 冷 却 用 マ ッ フ ル ２ ０ 内 で 冷 却 さ れ て 取 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
加 熱 室 １ は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 底 壁 １ ａ と 、 左 右 の 側 壁 １ ｂ ， １ ｂ と 、 天 壁 １ ｃ と

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-257600 A 2004.9.16



、 前 壁 １ ｄ と 、 後 壁 １ ｅ と で 形 成 さ れ た 直 方 体 形 状 の 室 で あ り 、 炉 内 の 支 持 体 ４ の 上 に 設
置 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 壁 １ ａ ， １ ｂ ， １ ｃ ， １ ｄ ， １ ｅ は 、 セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー を
真 空 成 形 し た 厚 肉 板 状 の 硬 質 の 断 熱 材 （ ハ ー ド ボ ー ド ） か ら な る も の で 、 底 壁 １ ａ と 左 右
側 壁 １ ｂ ， １ ｂ と 天 壁 １ ｃ に は そ れ ぞ れ 電 気 ヒ ー タ ー １ ｆ が 内 蔵 さ れ て い る 。 そ し て 、 前
壁 １ ｄ と 後 壁 １ ｅ に は 、 マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ と マ ッ フ ル 出 口 １ ｈ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
加 熱 室 １ を 貫 通 す る 加 熱 用 の マ ッ フ ル ２ は 耐 熱 鋼 製 の 筒 体 で あ り 、 図 ３ ， 図 ４ に 示 す よ う
に 、 フ ラ ッ ト な 底 板 ２ ａ と 左 右 の 側 板 ２ ｂ ， ２ ｂ と ア ー チ 型 の 天 板 ２ ｃ を 備 え て い る 。 こ
の よ う に マ ッ フ ル ２ の 天 板 ２ ｃ が ア ー チ 型 に 形 成 さ れ て い る の は 、 熱 に よ る マ ッ フ ル ２ の
曲 が り や 捻 じ れ な ど の 局 部 変 形 を 防 止 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 加 熱 用 の マ ッ フ ル ２ は 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 加 熱 室 １ の マ ッ フ ル 出 口 １
ｈ の 手 前 で ア ー チ 型 の 天 板 ２ ｃ が フ ラ ッ ト な 天 板 ２ ｄ に 変 更 さ れ て 高 さ が 減 少 し 、 マ ッ フ
ル 後 端 部 が 偏 平 な 角 筒 状 と な っ て 開 口 面 積 が 縮 小 さ れ て い る 。 こ れ に 対 応 し て 、 加 熱 室 １
の マ ッ フ ル 出 口 １ ｈ の 形 状 も 偏 平 な 長 方 形 と さ れ 、 そ の 開 口 面 積 が 縮 小 さ れ て い る 。 マ ッ
フ ル ２ の 高 さ を 減 少 さ せ た 後 端 部 は 、 熱 に よ る 局 部 変 形 を 抑 え る た め に 、 そ の フ ラ ッ ト な
天 板 ２ ｄ を 複 数 の 耐 熱 鋼 製 の フ ラ ッ ト バ ー （ 不 図 示 ） で 補 強 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
マ ッ フ ル ２ の 高 さ を 減 少 さ せ た 後 端 部 の 形 状 は 、 上 記 の 偏 平 な 角 筒 形 状 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 ワ ー ク を 載 せ た メ ッ シ ュ ベ ル ト コ ン ベ ア ３ の 移 動 を 妨 げ な い 筒 形 状 で あ っ て 且
つ 本 来 の マ ッ フ ル ２ の 高 さ よ り 低 い 筒 形 状 で あ れ ば 、 ど の よ う な 筒 形 状 で も よ い 。 な お 、
マ ッ フ ル ２ の 幅 を 狭 め る と メ ッ シ ュ ベ ル ト コ ン ベ ア ３ の 移 動 が 妨 げ ら れ る の で 、 マ ッ フ ル
２ の 開 口 面 積 を 縮 小 す る た め に マ ッ フ ル ２ の 幅 を 狭 め る こ と は 現 実 に は 困 難 で あ る が 、 メ
ッ シ ュ ベ ル ト コ ン ベ ア ３ と マ ッ フ ル 側 壁 ２ ｂ と の 間 に 十 分 な ス ペ ー ス が あ る 場 合 や 、 メ ッ
シ ュ ベ ル ト コ ン ベ ア ３ を 幅 の 狭 い の も の に 変 更 す る 場 合 に は 、 マ ッ フ ル ２ の 高 さ と 幅 を 減
少 さ せ て 開 口 面 積 を 更 に 縮 小 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
冷 却 用 マ ッ フ ル ２ ０ は 、 加 熱 用 マ ッ フ ル ２ の 高 さ を 減 少 さ せ た 後 端 部 と 同 一 の 偏 平 な 角 筒
状 に 形 成 さ れ た 耐 熱 鋼 製 の 筒 体 で あ っ て 、 こ の 冷 却 用 マ ッ フ ル ２ ０ の 外 面 に は 冷 却 管 （ 不
図 示 ） が 配 設 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 加 熱 用 マ ッ フ ル ２ と 冷 却 用 マ ッ フ ル ２ ０ は
、 加 熱 室 １ の マ ッ フ ル 出 口 １ ｈ か ら 出 た と こ ろ で 、 加 熱 用 マ ッ フ ル ２ の 後 端 フ ラ ン ジ 部 ２
ｅ と 冷 却 用 マ ッ フ ル ２ ０ の 前 端 フ ラ ン ジ 部 ２ ０ ａ を フ ラ ン ジ 面 の シ ー ル 剤 を 間 に 介 し て 重
ね 合 わ せ て ボ ル ト ・ ナ ッ ト 等 の 止 具 （ 不 図 示 ） で 連 結 す る こ と に よ り 接 続 さ れ て い る 。 そ
し て 、 双 方 の マ ッ フ ル ２ ， ２ ０ の 接 続 部 分 が 固 定 部 材 ５ に よ っ て 炉 内 の 支 持 体 ４ に 固 定 さ
れ て い る 。 こ の よ う に 固 定 す る と 、 加 熱 室 １ の マ ッ フ ル 出 口 １ ｈ に 挿 通 さ れ た マ ッ フ ル ２
の 後 端 部 の 熱 膨 張 量 は 小 さ い け れ ど も 、 加 熱 室 １ の マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ に 挿 通 さ れ た マ ッ フ
ル ２ の 前 端 部 は 大 き い 熱 膨 張 量 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
加 熱 用 マ ッ フ ル ２ の 高 さ を 減 少 さ せ た 後 端 部 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 加 熱 室 １ の マ ッ フ ル
出 口 １ ｈ か ら 出 た と こ ろ で 、 そ の 外 周 面 が 柔 ら か い 断 熱 材 ６ に よ っ て 被 覆 さ れ て お り 、 こ
の 断 熱 材 ６ に よ っ て マ ッ フ ル ２ の 後 端 部 と マ ッ フ ル 出 口 １ ｈ と の 隙 間 （ ク リ ア ラ ン ス ） が
閉 塞 さ れ て い る 。 こ の 断 熱 材 ６ は 、 セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー を 柔 軟 な 布 状 に 成 形 し た ブ ラ ン
ケ ッ ト と 呼 ば れ る も の で 、 加 熱 用 マ ッ フ ル ２ の 後 端 部 の 外 周 面 に 巻 き 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
一 方 、 加 熱 用 マ ッ フ ル ２ の 前 端 部 は 、 加 熱 室 １ の マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ の 手 前 で 、 そ の 外 周 面
が 上 記 の 柔 ら か い 断 熱 材 ６ に よ っ て 被 覆 さ れ て お り 、 該 断 熱 材 ６ に よ っ て マ ッ フ ル ２ の 前
端 部 と マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ と の 隙 間 が 閉 塞 さ れ て い る 。 こ の マ ッ フ ル ２ の 前 端 部 は 上 述 し た
よ う に 熱 膨 張 量 が 大 き い た め 、 単 に 断 熱 材 ６ を 巻 き 付 け て 被 覆 し た だ け で は 、 マ ッ フ ル ２
の 伸 長 に 伴 っ て 断 熱 材 ６ が マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ か ら 離 れ て し ま い 、 マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ か ら の

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-257600 A 2004.9.16



放 熱 を 満 足 に 抑 制 す る こ と が 難 し く な る 。 そ こ で 、 マ ッ フ ル 挿 通 口 を 設 け た ハ ッ ト 型 の 金
属 カ バ ー ７ ａ を マ ッ フ ル ２ に 外 嵌 し て 断 熱 材 ６ を 覆 い 、 こ の 金 属 カ バ ー ７ ａ を 押 さ え ス テ
ー ７ ｂ で 押 さ え る こ と に よ り 、 断 熱 材 ６ を マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ の 方 へ 押 し 付 け る よ う に し た
断 熱 材 押 付 け 手 段 ７ を 設 け 、 断 熱 材 ６ が マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ か ら 離 れ な い よ う に し て い る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 の ご と き 構 成 の 連 続 炉 は 、 加 熱 室 １ の マ ッ フ ル 出 口 １ ｈ の 手 前 で 加 熱 用 マ ッ フ ル ２ の
後 端 部 の 高 さ を 減 少 さ せ て 開 口 面 積 を 縮 小 す る と 共 に 、 こ れ に 対 応 し て マ ッ フ ル 出 口 １ ｈ
の 面 積 を 縮 小 し て あ る た め 、 輻 射 や 対 流 に よ る マ ッ フ ル 出 口 側 か ら の 放 熱 量 を 抑 制 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 マ ッ フ ル 後 端 部 の 開 口 面 積 の 縮 小 に よ り マ ッ フ ル 後 端 部 そ れ 自 体 の 断
面 積 も 小 さ く な る た め 、 マ ッ フ ル 出 口 側 か ら の 熱 伝 導 に よ る 放 熱 も 抑 制 す る こ と が で き る
。 し か も 、 マ ッ フ ル ２ の 後 端 部 と マ ッ フ ル 出 口 １ ｈ と の 隙 間 か ら の 放 熱 、 マ ッ フ ル ２ の 後
端 部 外 周 面 か ら の 放 熱 、 マ ッ フ ル ２ の 前 端 部 と マ ッ フ ル 入 口 １ ｇ と の 隙 間 か ら の 放 熱 、 マ
ッ フ ル ２ の 前 端 部 外 周 面 か ら の 放 熱 は 、 い ず れ も 断 熱 材 ６ ， ６ に よ っ て 抑 制 す る こ と が で
き る 。 従 っ て 、 こ の 連 続 炉 は 、 加 熱 室 １ か ら の 全 体 的 な 放 熱 量 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 連 続 炉 は 、 加 熱 室 か ら の 放 熱 量 を 大 幅 に 抑 制 し
て 消 費 電 力 を 節 約 で き る と い っ た 顕 著 な 効 果 を 奏 し 、 省 エ ネ ル ギ ー の 連 続 炉 し て す こ ぶ る
有 用 な も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 連 続 炉 を 示 す 一 部 破 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 連 続 炉 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 連 続 炉 の マ ッ フ ル の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 加 熱 室
１ ｇ 　 マ ッ フ ル 入 口
１ ｈ 　 マ ッ フ ル 出 口
２ 　 加 熱 用 の マ ッ フ ル
２ ０ 　 冷 却 用 の マ ッ フ ル
３ 　 メ ッ シ ュ ベ ル ト コ ン ベ ア
６ 　 断 熱 材
７ 　 断 熱 材 押 付 け 手 段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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